神戸モスク、ムハッラム

アシューラーの日の斎戒

アシューラーの日の斎戒
聖ムハッラム月

　ムハッラム月は、偉大な崇拝の時期の中にあります。それは、イスラームとアラビアの最初の月です。そしてアッラー[image: image1.emf]

の4つの聖月の一つでもあります。聖クルアーンでアッラー[image: image2.emf]

は仰られています。；36. 本当にアッラーの御許で，（1年の）月数は，12ヶ月である。アッラーが天と地を創造された日（以来の），かれの書巻のなか（の定め）である．その中4（ヶ月）が聖（月）である。それが正しい教えである。だからその聖月中にあなたがたは互いに不義をしてはならない。そして多神教徒が皆であなたがたと戦うように，（あなたがたも）皆で戦え。アッラーは，主を畏れる者と共におられることを知れ。；悔悟章(アッ･タウバ)9:36　（これらの月はヒジュラ暦1月、7月、11月、12月です。）
アブー･バカル[image: image3.png]


も伝えています。預言者[image: image4.png]&)



は言われました。「時の区切りは、アッラーが天と地を創造された日の習慣に戻りました。一年は12ヶ月であり、その内の4ヶ月が聖月です。ヅ･ル=ヒッジャ、ヅ･ル=カァダ、ムハッラムの連続した3ヶ月と、ジュマーダーとシャァバーンの間のムダルのラジャブです。(アル･ブハーリー、ムスリム)　 預言者[image: image5.png]&)



は、「ラマダーンに続いて最高の斎戒は、ムハッラム月の斎戒です。」と言われました。アブー･フライラ[image: image6.png]


は伝えています。預言者[image: image7.png]&)



は言われました。「ラマダーンに続く最高の斎戒はアッラーのムハッラムです。そして義務の礼拝に続く最高の礼拝とは、夜の礼拝です。」(ムスリム)　「アッラーの月」の言い回しに関しては、アッラー[image: image8.emf]

の御名と共にその月を言及している事がその偉大なる地位の徴です。それゆえ預言者[image: image9.png]&)



は、ムハッラム月に多く斎戒する事を私達に奨励しています。

アシューラーの日の斎戒
アシューラーの日の斎戒は、去年の罪の償いです。なぜなら預言者ムハンマド[image: image10.png]&)



が、このように言われたからです。「…私はアッラーに、アラファの日に斎戒することが、先だった、また来る年の罪の償いとなることを、そしてアシューラーの日の斎戒が過ぎ去った年の罪の償いとなることを求めます。」（サヒーフ・ムスリムの伝承による#2602）

　これは一日の斎戒によって一年間の罪を償うという、アッラー[image: image11.emf]

が私達に授けて下さった恩恵によります。そしてアッラー[image: image12.emf]

は、最大の恩恵の主であられます。預言者ムハンマド[image: image13.png]&)



は、アシューラーの日の偉大な地位により、この日の斎戒を確実にすることにとても気を付けていました。イブン･アッバース[image: image14.png]


が、以下のように言ったと伝えられています。「私は預言者が、このアシューラーの日とこの月、つまりラマダーンよりも好み、確実に斎戒をするように気をつけていた日を見たことがありません。」（アル＝ブハーリーの伝承による#1867）

　「彼は確実に斎戒することに気をつけていた」とは、何を意味するのでしょうか？　それは、その報償を稼ぐためです。なぜ預言者ムハンマド[image: image15.png]&)



がアシューラーの日に斎戒をしたかの理由に関しては、そして人々にこのようにするようにしきりに励ました理由は、イブン･アッバース[image: image16.png]


からアル=ブハーリーに伝えられたハディース（言行録）で言及されています。：預言者ムハンマド[image: image17.png]&)



がマディーナに来て、ユダヤ教徒がアシューラーの日に斎戒をしているのを見た時に彼は言われました。「これは何ですか?」彼らは言いました。「これは良い日です。これは、アッラーがイスラエルの敵からイスラエルの子供を護られた日であり、ムーサー（モーゼ）はこの日に斎戒をしていました。」彼は言いました。「私達はあなたたちよりももっとムーサーに近い。」そして彼はこの日に斎戒をし、人々にも斎戒するようにといいました。」

　「これは良い日です。」という言葉については、ムスリムによって伝えられたものによれば、「これは、アッラー[image: image18.emf]

がムーサーと彼の民を守られ、ファラオ（王）と彼の民を溺れさせた素晴らしい日です。」「それゆえムーサーはこの日に斎戒をしていました。」という言葉については、ムスリムは彼のハディース録の中で付け加えています。「アッラーへの感謝として、だから私達はこの日に斎戒します。」アル=ブハーリーによって伝えられた他のハディースによれば、「だからそれへの敬意の表示から私達は斎戒します。」「そして人々に斎戒するようにと言った」という言葉については、アル=ブハーリーによって伝えられた他のハディースによれば、彼は教友に言いました。「あなた方はムーサーに彼らよりもっと近い、だからこの日に斎戒しなさい。」
　アシューラーの日に斎戒をすることによって、罪の償いを成し遂げられるのは、小さな罪に関してです。大きな罪に関しては、単独の悔悟を必要とします。アン=ナワウィー[image: image19.png]


は、次のように言いました。「アラファの日の斎戒はすべての小さな罪の償いとなり、つまりこれは、大きな罪以外のすべての罪のお許しをもたらします。」そして、彼は言いました。「アラファの日の斎戒は2年間の罪の償いであり、アシューラーの日の斎戒は、1年の罪の償いである。そして、もし誰かの『アーミン』が天使達の『アーミン』と偶然重なったなら、彼の以前犯した罪は許されるでしょう。それぞれが償いをもたらすであろうと言っています。もし彼が小さな罪を浄化する何かをすれば彼は清められるであろうし、もし小さい罪も大きな罪もないのなら、それは善い行いとして記録され、彼の地位はそれによって上がるでしょう。もし1つ、またはそれ以上の大きな罪があり小さな罪がないのなら、私達は、それが彼の大きな罪を減少させることを望みます。」シェイフ･アル=イスラーム･イブン･タイミーヤ[image: image20.png]


は、このように言いました。「罪を清めるための償い、礼拝、ラマダーン月とアラファとアシューラーの日の斎戒は、小さな罪だけに適用される。」　アブドゥッラー･イブン･アッバース[image: image21.png]


は、このように述べました。「アッラーの御使いがアシューラーの日に斎戒をし、そして人々に斎戒するように言った時、彼らは言われました。『おぉ、アッラーの御使いよ、これはユダヤ教徒とキリスト教徒によって崇拝されている日です。』　アッラーの御使いは言いました。『来年は、もしアッラーがお望みならば、私達は9日に斎戒しましょう。』　しかし次の年が来る前に、アッラーの御使いは、お亡くなりになりました。」（ムスリムの伝承による#1916）

　アッ=シャーフィーと彼の仲間達、アハマド、イスハーク、とその他の者達は言いました。　「9日と10日双方を斎戒するのは、ムスタハブ（推奨）である。なぜなら預言者ムハンマド[image: image22.png]&)



は、10日に斎戒を行い、そして9日に斎戒するつもりであったからである。」　これに基づくと、アシューラーの斎戒には幾つかの異なった方法があります。最小は10日のみ、しかし9日も斎戒するほうが更に良く、ムハッラム月に更にもう一日多くすればもっと良いです。もし誰かが、「10日と同様に9日も斎戒することを支持する証拠とは何ですか。」と尋ねたのなら、その答えはアン=ナワウィー[image: image23.png]


が、「私達の仲間とその他の有識者達が、9日に斎戒をすることを推奨する様々な理由があると言いました。それの陰に隠れた意図とは、10日だけに斎戒をするユダヤ教徒と違いをつけるためです。」と言ったからです。「意図とはアシューラーの日の斎戒に参加することです。他の日は、ちょうど金曜日が単独で斎戒するのが許されないが、もし前日か翌日も斎戒すれば許されるようなものです。その着想とは、安全な側にいるためであり、そして例え月の観測が正しくなく、人々が9日と思っているのが実際は10日であった場合でも、10日に確実に斎戒をするためです。これらの中で最も強い理由は、（イスラーム教徒以外の）経典の民（ユダヤ教徒とキリスト教徒）と異なることをするためです。」これは、イブン･アッバース[image: image24.png]


によって伝えられました。

　シェイフ･アル=イスラーム･イブン･タイミーヤ[image: image25.png]


は言いました。「預言者ムハンマド[image: image26.png]&)



は、多くのハディース（言行録）の中で、経典の民と似通うことを禁じられました。例えばアシューラーに関して、「もし私が来年まで生きているなら、9日も絶対に斎戒するでしょう。」と、言いました。

　アル=ファトワ･アル=クブラ･イブン･ハージャル[image: image27.png]


は、この様に言いました。「もし私が来年まで生きているなら、9日に絶対に斎戒するでしょう。」という言葉に注釈をするならば、「9日に斎戒することの彼の関心は、安全な側にいるために、またはユダヤ教徒とキリスト教徒と異なるように（こちらのほうがより正しそうである）とのどちらの意味にしろ、彼が9日に制限しないで、むしろそれを10日に加えるという意味として理解されるでしょう。これは、ムスリムによって伝えられた幾つかの伝承から理解されるであろうものである。

　アッラー[image: image28.emf]

が私達を彼が好まれる様になるよう御助け下さり、正しい道にお導き下さいます様に。アーミーン。
イマーム･ムフセン
参考:ファス･アル=バーリーより
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